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2021年度「近江学フォーラム」
会員募集のご案内
テーマ：

川とはぐくむ
滋賀県（近江）の持つ豊かな自然と歴史、文化に対して、興味・関心のある
方、ご自身の持っておられる知識や見聞を深めたい、広げたいとお考えの
方が集まる「近江学フォーラム」。年間1つのテーマで学びを深めます。一緒に
「近江学」を学びませんか。ぜひお申し込みください。

会員特典1

会員限定講座の受講
近江の歴史、民俗、美術、宗教などに精通する講師による講座です。
2021年度は、オンデマンド講座として実施します。
詳細は3ページをご覧ください。
会員限定講座：年間5回
講座映像視聴会会場：成安造形大学 聚英館3階 聚英ホール

会員特典1 会員限定講座

ウグイ（朽木小川）｜写真：辻村耕司
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川と観音さま̶民衆とともにある観音̶
講師：佐々木悦也 氏｜高月観音の里歴史民俗資料館学芸員

E  ［講演内容］　　
湖北地方は、早くから仏教文化が花
開き、数多くの仏教文化財を伝えて
います。度重なるいくさのさなか、村
人たちは献身的にホトケたちを守っ
たと伝えられています。湖北の仏教
文化と、民衆による信仰の歴史、今
なお息づくその心を紹介します。

　 オンデマンド講座
配信期間：

12月11日［土］14:00–
12月19日［日］24:00まで

　 講座映像視聴会
開催日時：

12月11日［土］
11:00–12:30（10:30受付開始）

川の記憶、川の記録̶和
わ

邇
に

川流域の暮らしと歴史文化̶

講師：高橋大樹 氏｜大津市歴史博物館学芸員

D

 ［講演内容］　　
比良山系から流れる和邇川は、古来より地域に恵みと水害をもた
らす川でした。寛政11年（1799）・文化6年（1809）、和邇川流域
の村 で々水利権をめぐる大きな争いがおこりました。本講座では、
和邇川保全と人 の々暮らしの歴史について考えたいと思います。

　 オンデマンド講座
配信期間：

11月13日［土］14:00–
11月21日［日］24:00まで

　 講座映像視聴会
開催日時：

11月13日［土］
11:00–12:30（10:30受付開始）
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川をめぐる文化財̶その立地と成り立ち̶
講師： 清水安治 氏｜安曇川流域文化遺産活用推進協議会
　　   山本晃子 氏｜高島市教育委員会文化財課主監

C

 ［講演内容］　　
高島市を流れる安曇川に古くから息づく暮らしと信仰に焦点を
当て、安曇川周辺にのみ伝わる「シコブチ信仰」と、重要文化財に
指定される神社建築、名勝庭園など周辺の文化財を紹介します。

　 オンデマンド講座
配信期間：

10月9日［土］14:00–
10月17日［日］24:00まで

　 講座映像視聴会
開催日時：

10月9日［土］
11:00–12:30（10:30受付開始）

アメノウヲと秋の夕暮れ
講師：藤岡康弘 氏｜滋賀県立琵琶湖博物館特別研究員

B

 ［講演内容］　　
ビワマスは、琵琶湖にすむ唯一のサケの仲間です。湖の沖合深
く回遊し、おもにアユを食べながら大きく成長します。琵琶湖の変
化とともに進化してきたビワマスの生活史を詳しく解説しながら、
地球温暖化の中で生存の危機に直面する姿を紹介します。

　 オンデマンド講座
配信期間：

9月11日［土］14:00–
9月19日［日］24:00まで

　 講座映像視聴会
開催日時：

9月11日［土］
11:00–12:30（10:30受付開始）

川とはぐくむ 琵琶湖̶源流・支流・本流̶
講師：金再奎 氏｜滋賀県琵琶湖環境科学研究センター研究員
　　  加藤賢治｜本学教授・近江学研究所副所長
　　  石川亮｜本学准教授・近江学研究所研究員

A

　 オンデマンド講座
配信期間：

6月12日［土］14:00–
6月20日［日］24:00まで

　 講座映像視聴会
開催日時：

6月12日［土］
11:00–12:30（10:30受付開始）

 ［講演内容］　　
近江学研究所がこれまで研究した近江のくらし文化・歴史への
知見と、滋賀県琵琶湖環境科学研究センターが蓄積したデータ
を組み合わせ、近江の水域「源流・支流・本流」を多視点から
読み解く地図を制作しました。本講座では、その地図から見えてく
る「川」が形成した近江のかたちを展望し、未来社会への指標と
なるくらしを考えていきます。
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入会手続
年会費を下記［1］［2］［3］のいずれかの方法でお支払ください。

 ［1］郵便振替／［2］銀行振込／［3］窓口支払　

̶
 ［1］郵便振替
・添付のゆうちょ銀行「払込取扱票」（下欄）に必要事項を記入し、
   2021年度（2021年4月1日–2022年3月31日）の年会費を払込みください。
   （恐れ入りますが、振込み手数料は各自ご負担ください）
・振込みいただく際の「受取書」または「受領証」をもって領収書に
   代えさせていただきます｡
   ※ゆうちょ銀行に口座をお持ちの方も添付のゆうちょ銀行「払込取扱票」を
   ご使用ください。
̶
 ［2］銀行振込
銀行振込を利用される方は、近江学研究所（077-574-2118）に
ご連絡ください。手続きに必要な書類を送付いたします。
※入会受付および入会資料の送付は、毎月末の入金確認後に行います。
̶
 ［3］窓口支払
成安造形大学 本館棟1階 大学事務所内 近江学研究所にて
年会費をお支払いください。
受付時間｜平日10時–16時（大学の学年暦により、休業日の場合があります。）

入会後お送りするもの
◯ 講座申込専用ハガキ（会員限定・公開講座兼用）
◯ 会員証
◯ 会員のしおり
◯ 特典刊行物（文化誌「近江学」・近江通信紙）   など

2021年度
「近江学フォーラム」
入会について

2021年度「近江学フォーラム」入会用 ゆうちょ銀行「払込取扱票」

年会費
入会金：無料
※年会費は途中入会の場合も同額です。
̶
◎個人会員｜5,000円
̶
◎学園会員｜3,000円
　（成安造形大学学生・卒業生及びその保護者、聚英会）　
̶
◎家族会員｜3,000円
　個人会員・学園会員と生計を同一にする配偶者・
　御両親・お子様（18歳以上）の方は、「家族会員」に
　お申込みいただけます。
　・家族会員は、「特典3文化誌「近江学」」の無料進呈は
　ありません。
　・送付物は、個人会員様のご住所に送付いたします。
̶
◎法人・団体会員｜10,000円

　会員証は無記名で2名分発行。

会員特典2

会員限定 現地研修の参加
開催時期未定 ※別途有料

明智光秀の菩提寺、不断念仏の
西教寺を訪ねて
2020年の大河ドラマ「麒麟がくる」でも紹介された西教寺は、明智光秀の菩提寺であり、
同時に不断念仏の寺として地域の人々のよりどころとなってきました。室町時代に真盛上人
がこの地に入られ、その日から1日も絶やさず念仏が称えられてきました。丈六の阿弥陀如
来坐像は、その浄土思想を現し、後ろに描かれた壁画は小鳥や木 も々念仏を聞いていると
いう皆念仏の思想を伝えています。また、客殿は伏見城の遺構であると言われ、内部の障
壁画や、池泉回遊式庭園を鑑賞することができます。仏教を大切にした明智光秀の偉業と
ともにじっくりと学んでいただければと思います。

天台真盛宗総本山 西教寺｜提供：（公社）びわこビジターズビューロー

今号の特集は「川とはぐくむ」。瀬田川、安曇川、草津川、天野川など、琵琶湖を取り囲む
河川に秘められた歴史を探る。

文化誌『近江学』第12号「特集̶川とはぐくむ」 目次

・「川とはぐくむ 琵琶湖─源流・支流・本流─」
   木村至宏、石川亮、金再奎、内藤正明、加藤賢治
・「川の流れは、生命の流れ」今森光彦
・「歴史に見る瀬田川」松浦俊和、木村至宏
・「安曇川─息づく暮らしと信仰─」清水安治、山本晃子
・「川と街道─渡しと橋─」水本邦彦
・「草津川─浮世絵にも描かれた天井川─」八杉淳
・「川で生まれ世代をつなぐビワマス」藤岡康弘
・「川と観音さま─民衆とともにある観音─」佐々木悦也
・「天野川─流域は史跡・伝承地に富む─」江竜喜之
・「歌枕 野路の玉川」小嵜善通
・「近江の風景を描く─渓谷美」西久松吉雄
・「近江の郷土食─納豆餅とフナ寿し」大原歩

※2021年1月に発刊を予定しておりました文化誌「近江学」第13号は、新型コロナウィルスへの対応により
2022年1月に発刊を延期いたします。

発行：成安造形大学附属近江学研究所
〒520-0248 滋賀県大津市仰木の里東4-3-1
発行人：西久松吉雄
編集長：小嵜善通
デザイン：塩谷啓悟｜http://shiotanikeigo.com/
編集：玉置慎輔
校正：岸田幸治（サンライズ出版株式会社）
印刷：宮川印刷株式会社
発売元：サンライズ出版株式会社
〒522-0004 滋賀県彦根市鳥居本町655-1
TEL：0749-22-0627
発行部数：1,200部
定価：1,800円＋税
ISBN：978-4-88325-670-9

会員特典3

文化誌『近江学』第12号「特集̶川とはぐくむ」を無料進呈

要申込。各講座（受講料500円）を
無料で受講できます。
講座内容は、Ｐ4–6をご覧ください。

年間2回発行。会員からの
寄稿や近江学研究所・大学の
情報などを掲載。

新型コロナウィルスへの対応により、
学外の方の図書館利用を休止させて
いただいております（2021年3月現在）。
ご利用の際は、事前に大学ホームページ
等で開館状況をご確認ください。

会員特典4

近江学研究所主催の
公開講座を
無料で受講可能

会員特典5

近江学フォーラム会報誌
「近江通信紙」を
無料進呈

会員特典6

成安造形大学附属
図書館で書籍貸出が
利用できる会員証の発行

成安造形大学では、一部の選択科目を一般の社会人の方 に々も受講いただける「聴講生制度」を実施しています。近江学フォーラム会員の方は、
受講に必要となる選考料（1万円）が免除されます。◎科目例  文化史、琵琶湖の民俗史など  ※オンライン授業となる場合があります
《2021年度出願期間》 後期出願期間：8月16日［月］–8月27日［金］

会員特典7

成安造形大学聴講生選考料免除
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